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トー トグリュ-シンジャー スポーツクラブの形成 ･発展過程
-ABuildingandDevelopingProcessoftheTodtglusingerSC-
大橋 美勝 ･ 竹井早葉子* ･ 関谷 哲也**
ドイツにおける手づくりの地域スポーツクラブの形成 ･発展過程の事例の報告である｡
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はじめに
我が国では現在,日本体育協会が文部科学省から
委託され, ドイツの地域スポーツクラブをモデルに
した総合型地域スポーツクラブづくりの全国展開を
している｡
しかし,50年も100年も歴史を重ねてつくられて
きた地域スポーツクラブを,そう簡単につくれるは
ずがない｡
2008年7月20日～8月11日までの23日間,第35
回日独スポーツ少年団同時交流でドイツを訪問する
機会に恵まれ,様々な地域スポーツクラブやスポー
ツ施設を視察することができた｡
本稿は,ニーザ-ダクセン州ヴインゼンにあるス
ポーツクラブの事例で,副理事長のアイツ ･フォル
ツナ-さんによる施設案内と資料に基づいた説明を
まとめたものである｡
写真1 クラブハウス
我が国における総合型地域スポーツクラブづくり
の参考に供せればと思う｡
1.自分たちの施設さえあればメンバーは増える
1930年に設立されたクラブで,現在が2008年で
あるから,何と78年の歴史を持っているっ
当時,隣町に1000人を越すクラブがあり,自分
たちの方にお金が回ってこなかったので,自分たち
でつくろうということで,20人ちょっとで活動を
始めた｡スポーツをする施設さえない小規模の地元
のクラブであったが,徐々に100人くらいになって
いった｡
最初,自分たちの体育館ができたのは1972年と
いうから,設立されてから実に42年も後のことで
ある<
写真2 クラブの説明を受けている様子
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体育館ができるとかなりメンバーが増え,2年後
の1974年には溢れるくらいになった｡
当時は一銭 もお金がなかったので,改修は自分た
ちの手でした｡
牧場主が亡 くなり,倉庫を借 りて柔道を始めた｡
そして,柔道の他に,空手,柔術,キックボクシ
ング,ボクシング,7-ニス,カブエラ等の種目が
加わっていった｡
自分たちの施設さえあれば,スポーツ人口が増え
ていくということがわかったので,長い年月を掛け
て,牧場主の倉庫をクラブハウスに,豚小屋を事務
所にして理事会の拠点に,機材置き場をボー トハウ
スに改修 した｡
母屋は17世紀の建物であったが,徐々に,多 目
的ルーム, ダンスホール,フィットネスルーム,莱
道場,空手道場,子どもたちのコミュニケーション
ルームに改修 し,サウナを設け,屋根はソーラーに
していった｡
多目的ルームは音響セラピーもできるようになっ
ているし,ダンスホールでは競技ダンス,ジャズダ
ンス,ス トレ､ソチ,健康体操,子どもダンス等をし
ていているが,ラウンジもあって,団らん等の社交
の場にもなっている｡
柔道場の床のスプリングは寄付 して貰った古い車
のタイヤで,最初は大小があって高さが違っていた
が,今は同じ高さになっている｡
フィットネスルームの床のスプリングも古い草の
タイヤで,業者に頼むと12万ユーロするところを,
自分たちでしたから6万ユーロ以下という半値以下
でできた｡
子どものコミュニケーションルームには,大人は
入れないようにし,丁どもたけの世界を-)くること
ができるようにしたので,町中にあそぴに行 くこと
が減っている｡
写真5 子どものコミュニケーションルーム
1973年当時,ウエイ トリフティングは50人であ
ったが,人数が増えてきたのでウエイ トリフティン
グ場を拡大 したら200人に増え,更に増え続けるの
で240m2に拡大 した｡2002年には650人にもなって
限界に適したので,別の所にフイトネスホールをつ
くった｡
このようなクラブの施設だけでなく学校の体育施
設も使って,ジムナスティーク300人,バ ドミント
ン80人,ユーゲントフットボール130人が活動 して
いる｡
学校体育施設への依存度は,夏が8.37%,冬が
ll,23%と低いけれども,これは,クラブとして自立
して活動 している証拠であるし,学校の制度改革で
授業が増えたり学校行事等で使うというような変化
が予想されるし,学校体育施設に頼ると新しい種目
を増やしたり変えたりしにくくなってしまうし,財
政難から今後も無料で使えるかどうかわからないの
で,いいことだと思っている｡
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表 1 施設建設費全 くユーロ)
午 トー タル 自己資金 市補助金 寄付金
2.スポーツ施設建設資金
表1は,スポーツ施設を建設した年と資金の出所
である｡市からの補助金があったからこそ出来たと
言っていたが,よくこれだけ自己資金を貯めたもの
3.自分たちの手で改修することが伝統
クラブ設立当初からお金が一銭もなかったので,
牧場主の家のスポーツクラブへの改修は自分たちの
手でしてきた｡しかし,｢自分たちのためなのだか
らボランティアで働け｣といっても,皆が改修Lに
来るわけではない｡そういう中でここまでやてきた｡
今では,自分たちの手でつくりあげるということが
伝統になっている｡
16歳以上の者は, 1年に2回, 1回3- 4時間,
改修を手伝う｡しなかった人は7ユーロ70を支払
わなければならないことになっていて,昨年はしな
かった人が1714人いた｡
屋外の施設は ｢あそび｣に自由に使えるもので,
幅広い年齢層の人達が使っているが,この施設の整
備 (草取りを含む)は年に1回行い,参加しなかっ
た人は1ユーロ払うことになっている｡
理事会の理事も同じ扱いで,そのようにしないと
権能しないのでしている｡クラブメンバーも理事も,
それを当たり前と思い,別に苦には感じてはいない
ので,このシステムが成り立っている｡
4.クラブ運営組織
表2は,クラブ運営組織のメンバー数の年次的変
化である｡理事会は,理事 9人で構成し,全点が無
表2 運営メンバー敷 く人)
理 事 9 9
専任の事務職員 2 4
アルバイト 5 3
償のボランティアである｡専任の事務職員は2006
年は2人であったが,2008年は4人に増え,その
替わりパー トの事務職員は,2006年は5人であっ
たが,2008年は3人になった｡
ちょこっとした仕事をしてもらうアルバイトは
2006年も2008年も18人で,月400ユーロ以下のお
金で月40-50時間仕事をして貰っている｡
指導者は2006年は98人であったが,2008年は
120人に増えた｡
この指導者の中に,失業対策で労働局が時給 1ユ
ーロ支払う人が,2006年は9人,2008年は3人含
まれている｡
また更に,前科のある青少年が更生し社会復帰を
図る目的で指導しに来ている者が,2006年は2人,
2008年は6人含まれている｡
表3は会月数,種目数,指導者数の年次的変化を
示したものである｡
会員数は現在4540人,種目数は28種目,指導者
数は120人とどんどん増えていっている｡
表3 運会員数,種目数,指導音数
会 月 数 100 550 850 1450 2200 3700 4540
種 巨数 3 8 ll 13 16 26 28
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5.各種目の様子
<柔道>は98人で,競技スポーツとしてが68人,
趣味としてが30人である｡男性の方が多く,7歳
から14歳の子どもが増えている｡
<空手>はこれまでは大人が多かったが,現在は
子どもが圧倒的に多くなり,男38人,女22人,令
計60人で, トレーナーもこれに応じなければなら
なくなっている｡
<キックボクシング>は2年前に導入した｡男
40人,女8人,合計48人である｡荒っぽいので導
入したくなかったけれども,
･柔道や空手と違って15歳～18歳とか19歳～26歳
の青年達に人気があるということと,
･移民問題が深刻で,それを何とかしていこうとい
うプロジェクトに入っているので,道ばたでよか
らぬことをするよりいいだろうということと,
･自然に礼儀,ルール,フェアプレイを学び受け入
れるようになるだろうということから導入するこ
とにした｡
<アーチェリー>は1年半前に導入した｡7歳～
70歳以上と年齢層が広いのが特徴である｡
<エアロビック>は男10人,女38人,合計46人
で,子どもがいなくて,若い女性が多い｡
<ノルディックウオーキング>は男10人,女36
人,合計46人で,40歳以上の女性が多い｡
<ダンス>は人数が少なくなっている｡
<犬を使ったスポーツ>は8年前にしつけ訓練の
ためにできたが,競技になり,ドッグレース等を含め
て若い人からお年寄りまで,特に女性に人気がある｡
<フットボール>は男196名,女27名,合計223
名である｡一時70名まで落ち込んだけれども,育
年の部を隣町のクラブと合同でチームを組んで大会
に出るようになってから増えていった｡
6.会費
最初の頃は,会費は全員一定の額で,しかも会費
さえ払えばどの種目もできた｡
やがて種目が増えていくにつれて,種目によって
お金のかかり具合が違うので,基本会費+種目別会
費を徴収するようになった｡
表4は,その一部の種目の会費を示したものであ
る｡
青少年と成人と家族で会費が異なり,一般的に家
員は割引ではなく,必要な額を請求するようにして
いる｡
エアロビックやフィットネスの家族会費が成人の
会費より安いのは,青少年が少ないので入りやすく
するためである｡
会費はなるべく安く抑えたいが,クラブとしてい
い活動をしていくためには必要なお金は必要であ
る｡だからといって,いきなり値上げするわけには
いかないので,会員が納得できる額にする必要があ
る｡そのため,毎年,基本会費と種目別会費の両方
の支出と収入を分析して検討している｡
｢他のクラブと会費がほとんど変わらないのが誇
りである｣とのことであった｡
表4 会費 (ユーロ)
基本 種目別 月 基本 種目別 月 月
エアロビック 6.7 9,8 16,5 8,2 9,8 18.0 16,4
バドミントン 6,7 2,8 9,5 8,2 3,8 12,0 16,4
フィットネス 6,7 17,8 24,5 8,2 22,3 30,5 16,4
フットボール 8,2 0,8 9,0 9,2 2,6 ll,8 18,9
ハンドボール 1,8 7,7 9.5 8,2 6,3 14,5 16,4
柔道 8,2 2,3 10,5 8,7 1,8 10,5 18,9
空手 8,2 1,3 9,5 8,7 0.8 9,5 18,9
カヌー 6,7 0 6,7 8,2 1,0 9,2 16,4
ノルデックウオー キング 6,7 4,0 6,7 8,2 4,0 8,2 16,4
キックボクシング 8,2 2,3 10,5 8,7 1,8 10,5 18,9
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会費
補助金 (市から)
指導者補助金 (スポーツ連盟から)
保険会社
寄付金
貸しアパー
屋内･屋外施設の不動産収入
その他
レストランの売り上げ
広告収入
税金還付金
留保金
550, 000,00 ユーロ (Uuro)
42, 860,00 (1人10ユーロ)
12, 000, 00 (1人1万ユーロ)
19, 000,00
3, 100,00
5, 900, 00
35, 400,00
15, 000,00
35, 000,
5, 000,
10, 945,
????
212, 582,96
合計 946, 787,96
7.収入
<補助金>は
･市からメンバー1人当たり10ユーロ出され,
･市スポーツ連盟からは指導者補助金として指導者
1人あたり1万ユーロ出される｡
<屋内 ･屋外施設の不動産収入>は,会費の中に
50セントずつ含まれているものであり,更に,作
業をしなかった場合の罰金1人1ユーロを加えたも
のである｡
<レストランの売り上げ>には,フィットネスルー
ムにあるドリンク代も含まれている｡
<広告収入>は,サッカー場やバスや会報のへの広
告代である｡
<留保金>が212,582,96ユーロと極めて高いが,
これはフィットネスホールをつくるためのものであ
る｡
8.支出
･支出は下記の項目についてである｡
･指導者への謝金 (時給4-5ユーロ)
･事務費 (人件草,電話代,コピー代等)
･運営管理費 (会議費,電熱水費等)
･運送費
･移動用バスのガソリン代
･会費を納めない人の未収金
･屋外活動費
まとめ
このクラブの成立 ･発展過程を辿って分かった特
徴的なことは,
①ニーダーザクセン州のヴインゼンの場合,
･市行政から地域スポーツクラブに,メンバー1人
当たり10ユーロの補助金を出している｡
･市スポーツ連盟から地域スポーツクラブに,指導
者1人当たり1万ユーロの指導者補助金を出して
いる｡
･市行政が地域スポーツクラブに税金還付金も出し
ている｡
･市行政がが学校体育施設を無料で使えるようにし
ている,といったバックアップ体制を敷いてい
た｡
②地域スポーツクラブの事務局は,行政ではなく地
域住民が担当し,地域住民がクラブの理事 (ボラ
ンティア)になってクラブの運営に携わり,クラ
ブのメンバーもボランティアとしてクラブを支え
ていた｡
③スポーツ施設があればスポーツ人口が増えるとい
うことがわかり,これまでクラブとしてお金を貯
めて,自分達の手で改修したり新設してきた｡そ
して,今ではそれが当たり前になっていた｡
④会費を基本会費と種目別会費に分け,使い道をは
っきりさせて,クラブのメンバーが納得する会費
を徴収していた｡ - ･ということである｡
わが国において地域スポックラブが生まれ発展し
ていくためには,
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●自分たちの力でスポーツ施設 (クラブハウスを含 ●クラブを運営する多くのボランティアがいること
む)を確保したり改修していくことをベースに, が望まれる｡
●行政やスポーツ連盟が,地域住民や地域スポーツ
クラブの求めに応じて,スポーツ施設利用等の便 引用文献
宜を図っていったり,行政がクラブの運営のため 表1から表4まで,すべてフォルツナ-さんの操
に補助金を出していく体制にしていく必要がある 示資料である｡
し,
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